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特　　記　　事　　項項　　目章

設計図

３．工事種目

　　工事概要

２．敷地面積

１．工事場所

４．工事内容

令和　　年　　月

　　建築改修工事仕様
１．共通仕様

※

（３）特記事項に記載の（  ．  ． ）内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（２）特記事項は、　 印の付いたものを適用する。

（１）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

２．特記仕様

　　 　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　 印と　 印の付いた場合は、共に適用する。

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書

8 発生材の処理等

一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

１

※構外搬出適切処理　　・指定（　　　　　） （1.3.12）

・完成図　　　　　　提出部数　※２部（Ａ３版縮小製本及び電子媒体）

※施工計画書　　　　提出部数　※1部

・施工図　　　　　　提出部数　※1部

・保全に関する資料　提出部数　※２部　　・　　部

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、

　測定箇所　　　　・　　箇所（事務室）　　　・図示　　　　　

化学物質の濃度測定11

提出図書4

撮影箇所

　・3　※6　・15　・30 2 同じ位置で撮影すること。

提出部数 備　　　考区　分

着工前、完成

工事中

定期提出

1

1

必要に応じ撮影する

工事月報用

　工事写真の撮影要領は、｢工事写真撮影ガイドブック・建築工事編｣(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)による。

工事写真5

スチレン、パラジクロロベンゼンの濃度をパッシブ法にて測定し、報告すること。

また、基準値を満たさない場合は、対策を講じたのち再測定を行うこと。

―

（1.6.9）

竣工写真はキャビネ版カラープリントによる写真を製本し、また、画像データを電子媒体で各１部提出すること。竣工写真6

代表的な出来高の部分

7 施工条件 次に指定する工程・作業は指定の日時に行うこと。 （1.3.5）

10 一工程報告 一工程施工報告書の提出　　・不要 （1.6.4）

　　　　　　　　　　　　　・解体　　・防水改修　　・外壁改修　　・耐震改修

　　　　　　　　　　　　　・各工程毎

9 施工調査 工事着手に先立ち、施工調査を行い報告すること。 （1.5.1）

工程・作業 指定日時

請負金額が５００万円以上の場合は契約、変更、完成時のそれぞれ１０日以内に登録すること。工事実績情報の登録

（CORINS） （1.1.4）

1

調査範囲 調査方法

※目視調査　　・打診調査

受注者は、施工に先立ち地元自治会、近隣住人等に工事施工内容の説明を行うこと。

各種下請業者、製造所等市内で供給出来るものについては、極力市内業者を選定すること。

　受注者は、工事の着手前および完了後に、図示部分の近隣家屋調査を実施し、工事に起因する損傷等

また、受注者が自ら必要と思われる図示以外の近隣家屋・工作物等についても調査を行うこと。

の有無を確認すること。万一、損傷等が生じた場合は請負人の責任において現状に復旧すること。

　受注者は、公共工事入札契約適正化法に基づき施工体制台帳の写しを提出すること。

　受注者は工事の内容に応じた火災保険、建設工事組立保険等を工事目的物に付すとともに、第三者等

工事着手前に製本を作成し、監督職員に提出のこと。　　　A3サイズ　3部数

請負金額の増減対象としない。

　設計図書に明記なくとも機能上、構造上当然必要と認められる軽微な変更および追加工事においては、

1.受注者は暴力団員等による不当介入(不当な要求又は業務の妨害)を受けた場合は、断固としてこれを

　拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力

2.受注者は前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書により、監督職員に

　報告するものとする。また、請負者は、以下のことについて、下請負人(再委託の協力者を含む)に

　対して、十分に指導を行うものとする。

3.受注者は暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた場合は、

　監督職員と協議するものとする。

イ「長浜市現場代理人の常駐に関する運用基準」に従い、現場代理人を決定し届け出ること。

ロ　現場代理人は、請負人との直接的な雇用関係を証するもの（健康保険証の写し等）を

　 「現場代理人等届」に添付すること。また、「現場代理人等変更届」も同様とする。

ハ　主任（監理）技術者も同様の確認を受けなければならない。 

ニ　現場代理人と主任技術者または監理技術者を兼ねることができる。 

現場代理人等3

下請業者等の選定12

保険等13

施工体制2

18

地元説明会

近隣家屋の調査

16 設計図の製本

17 軽微な変更

不当介入に関する

14

通報制度

への損害についても補償する保険に加入すること。

また、市担当者から施工体制の点検を求められたら対応し、指摘がある場合は是正すること。

　を行うものとする。

15

（1.2.2）

（1.2.3）

（1.8.2）

（1.8.3）

仮
設
工
事

騒音・粉じん対策1 　・(ア)防音パネル　　※(イ)防音シート （2.1.3）

足場等2

　内部足場　　※枠組み　・脚立、足場板等　・単管ステージング

　外部足場防護シート　　・グリーンネット　※メッシュシート　・養生シート　

　材料等運搬方法　　・B種(トラッククレーン等)　・C種(既存EV)　・D種(既存階段)

（2.2.1）

（2.1.3）仮設間仕切3

充てん材

厚さ　 mm

・有り

※無し

・片面

※無し

塗　装下　地

※軽量鉄骨

防炎シート

※ポリ合板片面フラッシュ

・鋼製扉

※木製扉

　単管下地

・木下地

※仮設扉

・C種

・B種

※A種

種　別

仮設間仕切り等の種別

※せっこうボード（※9.5　・12.5）

・合板（・9　・12）

仕上材（厚さ　mm）

・メラミン合板フラッシュ

工事用水・電気4

　工事用電気　　既存施設　　・利用不可　　※利用可（※有償　・無償）

　工事用水　　　既存施設　　・利用不可　　※利用可（※有償　・無償）

防
水
改
修
工
事

３

屋根防水改修1 （表3.1.1）

改修工法 新規防水工法

L4X

参　　考

シーリング２ （表3.7.1）

施工箇所 工　法 種類

施工箇所

とい３ 　材種

屋内配管の防露　　・有り　　・無し

   ※硬質ポリ塩化ビニル管(VP)　・硬質塩化ビニル雨どい　・アルミ　・ステンレス

（3.8.2）

軒とい受金物　　取付間隔　350㎜以下

竪とい掃除口　　　※有り　　・無し

笠木４ 　※既存品再利用（脱着）　　・新規（撤去新設）

外
壁
改
修
工
事

４

ＲＣ吹付改修1 　ひび割れ処理　　・樹脂注入工法　・Uカットシール材充填工法　・シール工法

　爆裂処理　　・露筋錆止及び樹脂モルタル充填　・樹脂モルタル充填

（4.3.1）

　モルタル浮処理　　・モルタル塗替工法　・充填工法

　　　　　　　　　　・アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

　既存塗膜除去　　・サンダー工法　　・高圧水洗工法　　・水洗い工法

（4.4.1）

　下地調整　　・C-1　※C-2　・CM-1　・CM-2

（4.6.3）

（4.6.4）

（4.6.3）

ＡＬＣ等吹付改修2 　爆裂処理　　※露筋錆止及び樹脂モルタル充填　・樹脂モルタル充填

　既存塗膜除去　　・サンダー工法　　※高圧水洗工法　　・水洗い工法

（4.4.1）

　下地調整　　※C-1　・E

（4.6.3）

（4.6.4）

仕上塗材仕上3

仕上げ種　　類

　・外装薄塗材Si

　・外装薄塗材E

　・複層塗材E

　・防水形複層塗材E

　形状　：　・ゆず肌　　・凸凹模様　　・凸部処理

　外観　：　※つやあり　　・つやなし　　・メタリック

　形状　：　・砂壁調　　・ゆず肌

（4.6.5）

タイル張替4 　工法　：　※タイル部分張替工法　　・タイル張替工法 （4.5.7,8）

タイルピンニング5 　※注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法 （4.4.13,14）

　・注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

建
具
改
修
工
事

５

改修工法1

・

撤去工法

・

かぶせ工法建具の種類

・アルミニウム製建具

・

・

・

・

・

・

・

・

・鋼製建具

・鋼製軽量建具

・外部

・内部

・ステンレス製建具

備　　　　　　考

（5.1.3）

※製造所標準製作規定寸法許容差による　

※光線（反射）センサー　・タッチスイッチ

・熱線センサー　・多機能トイレスイッチ

　センサーの種類 （表5.8.3）

開閉形式

   ※手動式　　　・上部電動式（手動併用）

スラット　材質　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板

　　　　　形状　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

枠見込み（mm）

・

※図示

・  

　100

※70

気密性

外部に面する建具

種　別 耐風圧性

・   

※A－3

　A－4

※A種

・B種

・C種

　表面処理

屋内建具

　表面処理　※C種又はBB－1種

S－4

S－5

S－6

　   ・BB－1（無着色）　・BB－2（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

　　　　　　・C種又はBB－2種（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

水密性

※W－4

　W－5

（表5.2.2）

（表5.2.1）

施工箇所

アルミニウム製建具2

（表5.2.2）

防虫網

　形　　式　※外部可動式　・固定式

　網の種別　※ガラス繊維入り合成樹脂製 ・合成樹脂製　・ステンレス製（SUS316）

網戸3 （5.2.3）

枠見込み（mm）

・

※図示

※図示

　100

・70

気密性

外部に面する建具

種　別 耐風圧性

・   

※A－3

　A－4

※A種

・B種

・C種

S－4

S－5

S－6

水密性

※W－4

　W－5

（表5.2.1）

施工箇所

鋼製建具4

鋼製軽量建具5 ※簡易気密型ドアセット（耐風圧性S-3）　・A種（表5.2.1による）

自動ドア開閉装置7

※補助光電センサー

重量シャッター8 　外部の管理用、外壁用防火シャッターの耐風圧強度

　　　・600Pa　　※850Pa　　・1,200Pa

軽量シャッター9 （5.11.2）

（5.11.4）

建具用金物6 　・マスターキーの製作　　　※既存に合わせる　　・新規製作 （5.7.4）

ガラス留め10 　※シーリング材　・ガスケット

ガラスフィルム11 　JIS A 5759：2016による

凡例名 衝撃破壊対応飛散防止

※あり　・なし

貼方向

※内貼　・外貼

備考

鍵箱12 　大きさ　　・30組用　・60組用　・120組用

内
装
改
修
工
事

６

改修後の床の清掃１ 　清掃範囲　　※工事範囲内と工事用通路　　・建物内全体

ビニル床シート（FS）２

仕　様　（商品名の場合は同等品とする） 備　考

（6.2.2）

（6.8.2）

凡例名

ビニル床タイル（KT）３

仕　様　（商品名の場合は同等品とする） 備　考

（6.8.2）

凡例名

タイルカーペット４

仕　様　（商品名の場合は同等品とする） 備　考

（6.9.2）

凡例名

フローリング５ （6.11.2）・　根太張り工法　・　直張り工法

畳６
（6.12.2）

　種別　　・A種　・B種　※C種　・D種KT-Ⅲ

壁紙8

種　類 備　考

（6.14.2）

凡例名

 ※ビニル ・木質 ・無機質 ・オレフィン

防火性能

※不燃・準不燃・難燃

ボード、合板７ （6.13.2）

厚さ（mm）、規格等記号

FK

DR

GB－S

GB－NC

GB－R

（※12（不燃）・15）　（※9 ・12）

※12.5（不燃）　　※9.5（準不燃）

・9.5（不燃、化粧）　※9.5（不燃、素地）

12.5（不燃）

・凹凸タイプ※フラットタイプ

タイプ2（無石綿）（・6　・8　・　　　）

GB－D ※9.5(準不燃)　・9.5(不燃)　・12.5(不燃)

・12.5（不燃）・15.0（不燃）※21.0（不燃）GB－F

・化粧せっこうボード

・シージングせっこうボード

・強化せっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・けい酸カルシウム板

・ロックウール化粧吸音板

種　　類

GB－D(S) ※9.5(準不燃)　・12.5(不燃)・化粧せっこうボード(杉柾柄)

GB－D ※9.5(準不燃)　・9.5(不燃)　・12.5(不燃)・化粧せっこうボード

GB－D(S) ※9.5(準不燃)　・12.5(不燃)・化粧せっこうボード(杉柾柄)

（4）特記事項に記載の（標  ．  ． ）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

※建具図による

３Mジャパン㈱　ファサラ　不透明マットタイプ

※仮設間仕切高さ　2.0ｍ

屋根全面

屋根５ 　改修工法　・　カバー工法　・　撤去、新設　（パーフェクトルーフ一文字葺　㈱ダイムワカイ同等品）

　材質　　　・　カラーガルバリウム鋼板　ｔ＝0.4

水切り６ 　・既存品再利用（脱着）　　・新規

　材質　　　・　ガルバリウム鋼板　ｔ0.4（屋根）

（建具塞ぎ部　ｔ＝0.8）

立上り 　シーリング再充填工法 MS-2

　　　　　　・　アルミ　　　　　　ｔ2.0（建具）

L4X幕板等

屋根パネル 　シーリング再充填工法 MS-2

軒先幕板取合い 　シーリング再充填工法 MS-2

アロンQD防錆工法同等品

QB-1工法　ﾛｰﾗｰ　水性RU

内樋内部 　シーリング再充填工法 MS-2

1. 調査範囲、既存の石綿含有建材の調査報告書の貸与等は、下記による。

　なお、分析による石綿含有の調査を行う場合は、「建材中の石綿含有率の方法について」（平成１８年

2.　調査は、目視、設計図書、石綿有無の調査報告等により確認し、調査結果をとりまとめ監督職員に提出

　　する。

４.　調査の結果、設計図書と異なる場合は、監督職員と協議する。

19 石綿含有建材の事前

調査制度

　８月２１日　基発第0821002号、最終改正　平成28年４月13日　基発第3号）に基づく方法により、

　分析方法は特記による。

　　　調査範囲　　　・当該施工範囲　　　・図示

　　　分析方法　　　　　　　　　　・JIS に規定されている定性分析方法にて行うこと。

　　　　　　　　　　・JIS に規定されている定性分析を行った上定量分析を行うこと。

アロンQD防錆工法同等品

※大気汚染防止法、労働安全衛生法、石綿障害予防規則、その他石綿処理に関する法令等に基づき実施

すること。また、調査結果を石綿事前調査結果報告システム等を使用し報告を行うこと。

QB-1工法　ﾛｰﾗｰ　水性RU

　　　採取検体　　　　　　　　　　・　１ヶ所　　　　　・　10ヶ所　　　　・　　　ヶ所

３.　調査結果は公衆の見やすい場所に作業開始前に掲示すること。

　　　　掲示板サイズ　：　A3サイズ（42.0ｃｍ×29.7ｃｍ）以上

長浜市内保町

トイレ改修工事

湯田小学校トイレ改修工事

湯田小学校トイレ改修工事

化粧塩ビシート9 　３M　ダイノックフィルム　同等品

メラミン化粧板10 　アイカ工業　セラール　セルサス　同等品

備　　考

（7.2.2～7）（表7.2.1～7）

（表7.2.4～6）

下地調整の種別

・RA種　※RB種

・RA種　※RB種

・RA種　※RB種

・RA種　※RB種

・RA種　※RB種

※RB種　・RC種

・RA種　※RB種

木部

亜鉛めっき面

鉄鋼面

下地面の種類

モルタル、プラスター面

コンクリート、ALCパネル面

せっこうボード、その他ボード面

既存モルタル下地面等のひび割れ部の補修

　・行わない　※行う

亜鉛めっき面（鋼製建具）

（2－UE）、（2－ASE）及び

（2－FUE）は除く

下地調整1

調査方法

・行う（下表による）　　

部位、材料名など （1材料あたりの試料数）

※定性分析（※１　・3）　※定量分析（※１　・3）

アスベスト分析1 （9.1.1）

トイレブース1

　足形状　　　　※幅木型　・足金物型

　表面仕上げ材　※メラミン樹脂系化粧板　　・ポリ樹脂系化粧板

　ドアエッジ　　※指詰防止型　　・ｺの字型

階段滑り止め２ 　※ステンレス製ゴム入り　　・アルミ製ゴム入り　　・真鍮製ゴム入り

　取り付けは接着併用ビス留めとする。

ブラインド３

形式

※横型

・縦型

スラット仕様

※アルミ製25㎜　・アルミ製15㎜

種類

※ギア式　・コード式　・操作棒式

※2本コード　・1本コード ※ポリエステル　・ガラス繊維　・アルミ

　※既存品再利用（※脱着　・養生）　　・新設

・電動 ・遮光

・電動

ロールスクリーン４ 　操作　　・コード式　・チェーン式

カーテン５

７ 　形状　　※額縁タイプ　　・目地タイプ

断熱材11 　・グラスウール　密度(kg/＊)　　・16　　※24　　・32　

タイル12

備　考

（6.16.3～4）

凡例名

タイル１

タイル2

役物

 ・有 ・無  INAX ピアッツァＯＸ　同等品

 INAX ジュエリーモザイク　同等品

大きさ

150×150

10×10  ・有 ・無

セルフレベリング材塗13 （6.17.2）　材料　　※セメント系　　・せっこう系

　標準塗厚　　・10　※15　・20 （6.17.3）

カーテンレール６

　形式　　※引分　　・片引

　操作　　・電動　　・引きひも　　※手引

　仕様　　※レース+ドレープ　　・ドレープ　　・スクールカーテン

　強さ区分（JIS A 4802）　・10-60　　※10-90

　材料　　・鋼板　　・ステンレス板　　・アルミ板ロール　　※アルミ成型

　ひだ　　・フランスひだ(三つひだ)　　※箱ひだ(二つひだ)　　・プレーンひだ

（標20.2.14）

（標20.2.14）

（標20.2.13）

（標20.2.12）

（標20.2.5）

（標20.2.6）

天井下地アンカー14 　・　木材専用取付金物　もくねじハンガーB（最大荷重690kgf)　㈱サワタ　同等品以上

壁LGS15 　・　スタッド90形

・ポリスチレンフォーム２種ｂ　ｔ50（採光取り窓部）

７

９

10

塗
装
改
修
工
事

環
境
配
慮
改
修
工
事

そ
の
他
工
事

注
意
事
項

トイレの洋式化

天井点検口

７

・工事完了後に工事施工範囲および工事により既存施設を汚した場所を清掃すること。

・原則、工事場所に資材等を放置しないこと。

・施工に際し、既設取り合いをよく調査し既存施設の機能を低下させてはならない。

　万が一トラブル等が発生した場合は請負者の責任にて対処すること。

・工事施工中以外は、同室既存トイレを使用できるようにすること。

　　　（建築工事編）（最新版）」（以下、｢改修標仕｣という。）により、また、改修標仕に記載されていない事項は

　 　　「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（最新版）」（以下､「標仕」という。）による。

東リ㈱　消臭ＮＳトワレＮＷ

冬休み期間に行うこと。解体・CON打ち

　　　貸与書類　　　・建設当初図面【H20竣工】　　　・石綿調査報告書

10

・工事中は生徒及び職員の安全を最優先にし、事故等なきよう注意する事。
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男子トイレ
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Ｎ

改修部分を示す

5

4

3

2

1

床、壁、天井の解体はカッター切の上、施工すること。　

改修に伴う火災報知機、コンセント、スイッチ類、

その他付属物は図中特記なき限り一時撤去復旧とする。

解体、撤去工事に伴う処分も本工事とする。

１

２

３

４ 本工事に伴う既存補修工事・取合部補修は本工事に含む

　■特記事項

　（建築、電気、機械設備工事共）

　■工事概要

　特記事項

　児童用便所の和式便器を洋式便器に取替改修を行う。 和式トイレ：男子１ヶ所・女子３ヶ所

和式トイレ：男子１ヶ所・女子１ヶ所

和式トイレ：男子１ヶ所・女子３ヶ所

和式トイレ：女子１ヶ所

凡例

１階平面図 ２階平面図
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各階平面図 1/500湯 田 小 学 校 ト イ レ 改 修 工 事

１ 階 ・ ２ 階 平 面 図  S=1/500

202209

11.209ｍ2

47.840ｍ2

5.980ｍ

21.575ｍ2

21.600ｍ2

40.510ｍ2

48.000ｍ2

３

７

トイレ①

和式トイレ：男子１ヶ所・女子２ヶ所

照明・スピーカー・火災報知器等の脱着作業を行うこと５

トイレ①天①

天③

天①

既設天井撤去し配管敷設後、天井新設等する部分を示す

LGS下地　ケイ酸カルシウム板 ｱ6 EP　底目地 撤去・新設

天③ 職員玄関・相談室（トイレ③下階）

LGS下地　化粧せっこうボード ｱ9.5　撤去・復旧



既設のまま

手洗・掃除流し：既設のまま手洗・掃除流し：既設のまま

小便器：既設のまま

トイレブース既設のまま

PS PS

EPS
多目的スペース

渡り廊下

廊　下

既設洋式便器位置替えして再利用

SCALETITLE

Ａ

No.DARAWING NAME

湯 田 小 学 校 ト イ レ 改 修 工 事 トイレ①④　既設平面詳細図 1/50

1/50
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PSPS

新設洋式便器
車いす対応仕様

既設のまま新設洋式便器

トイレ①④　改修平面詳細図 S=1/50

トイレ①④　既設平面詳細図 S=1/50

トイレ①④　改修平面詳細図

トイレブース既設のまま

新設トイレブース
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コンクリート(t160)金ゴテ仕上の上　ビニル床シート貼既設

和式便器周囲をカッター切り(W400*L750)し、和式便器全て解体・撤去

カッター切範囲内のスラブをハツリ、スラブ下にコンパネあてて

改修

下筋:D13@200（周囲接着系アンカー@200）

コンクリート金ゴテ仕上の上　ビニル床シート(既設に合わせる)貼

床

トイレ①④　　改修仕上表

9
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10
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40
1
10

小便器：既設のまま

多目的スペース多目的スペースEPS

トイレ①④　既設・改修後仕上表

トイレ①④　トイレブース図　S=1/100

PSPS

多目的スペース多目的スペースEPS
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既設トイレブースそのまま

トイレ①④女子
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1,240

1,000 1,240100 885 600 100

ストライク、把手（ステンレス）

＜トイレブース仕様＞

メラミン化粧板（柄物）　40

ペーパーハニカム

アルミ製、アールエッジ

表面

芯材

エッジ

ステンレス製、ヘアライン仕上

ステンレス製、ヘアライン仕上

グレビティヒンジ

表示ラッチ、戸当たり帽子掛

引戸錠

巾木

笠木

ヒンジ

金物

指はさみ防止構造

※非常解除装置付とする。
＜参考商品＞
三和シャッター工業㈱
　ラベンダーTA40H-N

1,455 40 1,460 40 930110 90 90

既設トイレブースそのまま

既設のまま 新設洋式便器

202209

既設のまま 既設和式便器撤去・処分 既設和式便器撤去・処分

既設トイレブース撤去・処分

既設洋式便器再利用 EPS

既設和式便器撤去・処分

トイレ①　天井伏図　S=1/100

トイレ①（男子） トイレ①（女子）

：天井部分撤去・復旧範囲

４

７

コンクリート(FC21-15-20)を打設する。スラブ配筋は、上筋:D13@200

打放コンクリートの上　磁器タイル100角張　

壁

既設

改修

トイレブース 既設

改修

メラミン樹脂化粧板張(ﾍﾟｰﾊﾟｰﾊﾆｶﾑ)　笠木・巾木：ステンレス製HL仕上

天井

一部解体撤去し、新設メラミン化粧合板張　片引き戸タイプ

手洗・小便器：現況のまま　　衛生設備：和式便器解体撤去
その他

：既設トイレブース撤去・処分

既設

改修

２階天井：LGS下地　ケイ酸カルシウム板 ｱ6 VE　廻り縁:塩ビ製

１階天井：LGS下地　ケイ酸カルシウム板 ｱ6 VE　廻り縁:塩ビ製

１階天井：既設LGS再利用、仕上材を解体撤去し、ケイ酸カルシウム板 ｱ6 EP

：和式便器カッター切り(W400*L750)・床改修範囲

紙巻器移設（撤去部の穴埋めとも）

２階天井：既設のまま、天井点検口（５カ所）新設

磁器タイル張替え（0.2㎡）

（ケイカル板EP　LGS下地）
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トイレ④女子

トイレ①女子

壁:磁器タイル張

天井:ケイカル板t6 VE

床:ビニル床シートD貼

断熱材t25打込

外壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放の上
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既設和式便器を洋式便器に取替する

和式便器全て解体・撤去

(L750*W400)

和式便器周囲をカッター切りする

スラブコンクリートハツリ

天井:ケイカル板t6 VE

床:ビニル床シートD貼

壁:磁器タイル張

壁:既設磁器タイル張のまま トイレブース:既設のまま

トイレブース:既設のまま

新設トイレブース

片引き戸タイプ

新設洋式便器(車いす対応仕様)

トイレ①④　既設矩計図

トイレ①④　改修矩計図

1/40

1/40

トイレ①④　改修後トイレ①④　既設

202209

５

７

スラブ配筋：上下筋ともD13@200

周囲接着系アンカー@200

コンクリート金ゴテ仕上の上

ビニル床シート貼

カッター切範囲内にコンクリート打設ｔ160

天井:LGS下地再利用の上 ケイカル板EP撤去新設

既設床:ビニル床シート貼



SCALETITLE

Ａ

No.DARAWING NAME

湯 田 小 学 校 ト イ レ 改 修 工 事 1/50

：既設トイレブース撤去・処分

トイレ③　既設平面詳細図 S=1/50 トイレ③　改修平面詳細図 S=1/50 トイレ③　既設・改修仕上表

掃除流し：既設のまま 掃除流し：既設のまま

既設のまま

既設和式便器撤去・処分

既設のまま
トイレブース

既設和式便器撤去・処分

既設和式便器撤去・処分

既設のまま

既設トイレブース
撤去・処分

トイレブース既設のまま

既設のまま
既設のまま

手
洗
：
既
設
の
ま
ま

手
洗
：
既
設
の
ま
ま

既設のまま

新設洋式便器

床改修のみ行う

既設のまま

既設のまま

＜トイレブース仕様＞

メラミン化粧板（柄物）　40

ペーパーハニカム

アルミ製、アールエッジ

表面

芯材

エッジ

ステンレス製、ヘアライン仕上

ステンレス製、ヘアライン仕上

グレビティヒンジ

巾木

笠木

ヒンジ

指はさみ防止構造

ストライク、把手（ステンレス）
表示ラッチ、戸当たり帽子掛

引戸錠

金物

※非常解除装置付とする。
＜参考商品＞
三和シャッター工業㈱
　ラベンダーTA40H-N

小
便
器
：
既
設
の
ま
ま

トイレブース
既設のまま

新設洋式便器

既設のまま

新設トイレブース
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トイレ③　トイレブース図　S=1/100

トイレ③　既設平面詳細図

トイレ③　改修平面詳細図 1/50
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トイレ③　１階天井伏図　S=1/100

202209

6,000

2,500260.5 260.5 8,0003,239.5

aX3 aX4

相談室

ＰＳ

職員玄関

男子更衣室

2,5002,205.5 1,294.5

8,
00

0

aY2

aY1

保健室

６

７

：和式便器カッター切り(W400*L750)・床改修範囲

職員室

4,165

4
,5

0
0

コンクリート(t160)金ゴテ仕上の上　ビニル床シート貼既設

和式便器周囲をカッター切り(W400*L750)し、和式便器全て解体・撤去

カッター切範囲内のスラブをハツリ、スラブ下にコンパネあてて

改修

下筋:D13@200（周囲接着系アンカー@200）

コンクリート金ゴテ仕上の上　ビニル床シート(既設に合わせる)貼

床

トイレ①④　　改修仕上表

コンクリート(FC21-15-20)を打設する。スラブ配筋は、上筋:D13@200

打放コンクリートの上　磁器タイル100角張　既設

改修

トイレブース 既設

改修

メラミン樹脂化粧板張(ﾍﾟｰﾊﾟｰﾊﾆｶﾑ)　笠木・巾木：ステンレス製HL仕上

天井

一部解体撤去し、新設メラミン化粧合板張　片引き戸タイプ

手洗・小便器：現況のまま　　衛生設備：和式便器解体撤去
その他

既設

改修

紙巻器移設（撤去部の穴埋めとも）

磁器タイル張替え（0.2㎡）

２階天井：LGS下地　ケイ酸カルシウム板 ｱ6 VE　廻り縁:塩ビ製

１階天井：LGS下地　化粧せっこうボードｱ9.5　廻り縁:塩ビ製

２階天井：既設のまま、天井点検口（4カ所）新設

１階天井：既設LGS再利用、仕上材を脱着（電気設備の脱着共）

壁

：１階天井部分撤去・復旧範囲

（化粧せっこうボードｱ9.5　LGS下地）

※照明器具・ｽﾋﾟｰｶｰ・感知器の脱着を見込むこと。
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トイレ②⑤　既設・改修後仕上表

コンクリート(t160)金ゴテ仕上の上　ビニル床シート貼既設

和式便器周囲をカッター切り(W400*L750)し、和式便器全て解体・撤去

カッター切範囲内のスラブをハツリ、スラブ下にコンパネあてて

改修

下筋:D13@200（周囲接着系アンカー@200）

給排水管敷設替えを行う

コンクリート金ゴテ仕上の上　ビニル床シート(既設に合わせる)貼

打放コンクリートの上　磁器タイル100角張　

床

既設
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手洗：既設のまま

手洗：既設のまま

既設和式便器撤去・処分

既設和式便器撤去・処分

既設のまま

掃除流し：既設のまま

掃除流し：既設のまま

既設のまま 新設洋式便器

トイレ②（男子）

トイレブース既設のまま

908001,2001,2001,170110

新設洋式便器 既設のまま

トイレブース既設のまま

110 1,170 1,200 1,200 800 90

トイレ②（女子）

トイレ②　既設・改修平面詳細図 S=1/50 トイレ⑤　既設・改修平面詳細図 S=1/50

手洗：既設のまま

小便器：既設のまま

既設のまま

手洗：既設のまま

多目的便所
小便器：既設のまま

トイレブース既設のまま

トイレブース既設のまま

トイレ⑤(女子) トイレ⑤(男子)

今回工事範囲外
トイレ⑤(男子)

トイレ②⑤　既設平面詳細図

トイレ②⑤　改修平面詳細図 1/50

多目的便所
今回工事範囲外

既設のまま

ＰＳ

ＰＳ

トイレ⑤(女子)

トイレブース既設のまま

既設のまま

新設洋式便器

既設のまま

既設和式便器撤去・処分
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手洗：既設のまま

トイレブース既設のまま

７

７

コンクリート(FC21-15-20)を打設する。スラブ配筋は、上筋:D13@200

既設のまま改修

既設

改修

LGS下地　ケイ酸カルシウム板 ｱ6 VE　廻り縁:塩ビ製

既設のまま、天井点検口（３カ所）新設

既設

改修

メラミン樹脂化粧板張(ﾍﾟｰﾊﾟｰﾊﾆｶﾑ)　笠木・巾木：ステンレス製HL仕上

手洗・小便器：現況のまま　　衛生設備：和式便器解体撤去
その他

一部解体撤去し、新設メラミン化粧合板張

：和式便器カッター切り(W400*L750)・床改修範囲

天井

トイレブース

紙巻器移設（撤去部の穴埋めとも）

壁

トイレ②⑤　　改修仕上表






















